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わかばこども園での『森と遊ぼう』の活動から



はじめに
•万葉の吉野と桜の吉野

面積95.65k㎡（林野面積約83%）

人口7,396人/世帯数3,336世帯

（H29.10月末）



はじめに
•木のまち 吉野

吉野林業地域の吉野材
集積地としての吉野町



吉野貯木は、それぞれ得意な加工技術や取り扱う樹種・
材種（無垢材、集成材、天然乾燥、人工乾燥、杉・桧な
ど）ごとに専門化された木材団地です。



ふるさと吉野の「森林環境教育」資源
•吉野町でしかできない木育の背景
【吉野林業５００年】

「森に育まれ、森を育んだ人々の暮らしとこころ
～美林連なる造林発祥の地 “吉野”～」

平成２８年４月 日本遺産登録（吉野町他７ヶ町村）



吉野中学校

•本町教育環境の現状（学校園施設：園児・児童・生徒数）

71名(0~5歳) 25名(3~5歳)

124名
（各学年1学級編成）

89名
（各学年1学級編成）

93名（現在1年・3年は1学級／2年生は2学級）

《地域の特性》

・吉野川沿いの製材所が集まる場所にある。

・積み上げられた材木や伐られた丸太などが身近にある。

《地域の特性》

・山や森に近い場所にある

・自然にふれる活動が多い。

認定こども園 幼保連携型 認定こども園 幼稚園型

よしのこども園 わかばこども園

吉野小学校 吉野北小学校



• 園長から相談を受けた・・・

「子どもたちがよく転ぶ」

・子どもたちが外で遊ぶ姿を見なくなった
・子どもの頃近所のお兄ちゃんに連れられて山に入り、
ノコやナタで秘密基地づくりをした

・なだらかな里山を所有していた

当時の園長先生

森林インストラクター

•H24年 「森と遊ぼう」のはじまり



「森と遊ぼう」の原点ノート

ねがい 心掛けていること

「力強く生きる」
「森林が好きな」

人になってほしい

「吉野の森と遊ぶのが楽しい」
と言える子どもになってほしい

• 安全に遊ぶ
• 森林の材料を使った遊び方、
遊具を子どもたちと一緒に考
える

• チャレンジとその達成感を味
わう

• 五感で森林を楽しむ



「森と遊ぼう」の舞台 《４ヶ所のフィールド》

運動公園横の里山 山口神社 鎮守の森

吉野町森林セラピー
基地の森林

ハチコ谷の
ヒノキ林

樹種：クヌギ
スギ
ヒノキ
竹

負荷度(傾斜度)：弱

樹種：シイ
カシ
スギ
ヒノキ

負荷度(傾斜度)：弱

樹種：スギ
ヒノキ

負荷度(傾斜度)：中

樹種：ヒノキ
クヌギ

負荷度(傾斜度)：強

① ②

③ ④



運動公園
横の里山

①



運動公園
横の里山

①



運動公園
横の里山

①



山口神社
鎮守の森

②



山口神社
鎮守の森

②



山口神社
鎮守の森

②





吉野町
森林セラピー
基地の森林

③



③
吉野町
森林セラピー
基地の森林



吉野町
森林セラピー
基地の森林

③



ハチコ谷の
ヒノキ林

④



ハチコ谷の
ヒノキ林

④



ハチコ谷の
ヒノキ林

④



吉野町森林セラピー
基地の森林
「ハンモック」



ハチコ谷のヒノキ林
「崖登り」



運動公園横の里山
「丸太のシーソー」



山口神社 鎮守の森
「ムクロジの実で

石鹸体験」



吉野町森林セラピー
基地の森林
「ししおどし

・笹舟」



運動公園横の里山
「秘密基地づくり」



運動公園横の里山
「秘密基地づくり」



運動公園横の里山
「秘密基地づくり」



運動公園横の里山
「秘密基地づくり」



運動公園横の里山
「秘密基地づくり」



運動公園横の里山
「竹の滑り台」



運動公園横の里山
「丸太の橋渡り」



6年目を迎えた「森と遊ぼう」

•園外活動への森林インストラクターの関わり

•園児たちの成長・・・



高いところにある橋を渡るのをためらう園児

勇気を出して四つん這いで渡る姿



「森と遊ぼう」の１年間

•１年間を通じての園外活動
•第１回から第５回のプログラム



ESDの視点

「森と遊ぼう」プログラムの展開 Plan

• 森と遊ぼうのための準備
• 森林インストラクターとの打ち合わせ

• 地域おこし協力隊との打ち合わせ

• インストラクターとの現地下見

• 年間活動プランのテーマの共有

情報の共有 安全対策about



「森と遊ぼう」プログラムシート



「森と遊ぼう」プログラムの展開 Do

• プロローグ

• 森のおじさんの話
• 森林インストラクター・協力隊の森と木のお話。

子どもたちへのファースト
メッセージ
森への誘い 対話

ESDの視点

about 



• 森と遊ぼう
• プログラム中に設定された設問内容の活動
補助者による語りかけ

• 気づきを言葉にして表現して質問

• 森でのクラフト・ゲームの展開

• 地域おこし協力隊の参画

in 森の中での体験

ESDの視点

「森と遊ぼう」プログラムの展開 Do

園内活動との連動



第３回
森と遊ぼう
「木や木の実を

使って作ろう」







ESDの視点

「森と遊ぼう」プログラムの展開 Check

• ふりかえり

• 保育教諭と活動連携者との
活動のふりかえり

森と遊ぼうの分析
情報交換 討論

about



ESDの視点

「森と遊ぼう」プログラムの展開 Action

• 園内活動とのつながり

• 教室に生まれた木工ブース
• 年中行事との接続（七夕まつり：園内活動で、
飾り短冊づくりを行い、飾るための笹を森から
切り出す等）

• 森で採集した自然物と、木片を利用した作品づ
くり

ふるさと吉野の森と育つ
森との関わりを更に深める・・・

for 



アクティビティを
楽しくつなげる工夫

それぞれのポイントに
チャレンジ。クリアす
れば楽しいシールがも
らえる。

今年の最終章「ハチコ
谷」では、チャレンジが
合い言葉。プログラムの
内容を１歩進めた。



奈良県こども作品展

↑３・４歳児共同作品

５歳児共同作品→



「森と遊ぼう」最終章のメイクドラマ

• 小学校が見える

森の丘で・・・

ハチコ谷から望む「吉野北小学校」校舎













木育のつながり
０歳から１５歳まで

•小中学校との連携

これまでの取組を木育という

1本の糸で紡いでみると・・・



健康

表現

言葉 環境

人間関係ふるさと吉野への郷土愛・
愛着心あふれるひとづくり

木育のつながり ０歳から１５歳まで 『卒園までに』
• 新学習指導要領と生涯木育を目指して

森での気づきを言葉にして発表

森で採集した自然物を使っての工作

森での体を使った遊び

山登り

進級への想いを森から
小学校へ向けて叫ぶ 森のおじさんの話

森の中で自然や生き物を観察する

森での遊びや工作から
生まれる異年齢の
コミュニケーション

倒木を避けたり
橋を渡ったり森という
不安定な場所を歩く

森の中で互いに
助け合い、思いやる



木育のつながり ０歳から１５歳まで 『卒園までに』
• 新学習指導要領と生涯木育を目指して

健康

表現

言葉 環境

人間関係

３つの資質・能力
《共有・連続・可視化》

ふるさと吉野への郷土愛・
愛着心あふれるひとづくり

健康な心と体

自立心

協同性

道徳・規範性
の芽生え

社会生活との関わり

思考力の芽生え

自然との関わり・生命尊重

数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚

言葉による伝え合い

豊かな感性と表現

・知識技能／思考・判断・表現力等／学びに向かう力・人間性等

未来に向かって
力強く

生き抜く力



最後に・・・

体験 情操 感性

～木とふれあい、木に学び、木と生きる～

木のまち吉野だからできる「木育」

教育活動
の実践

教育活動との
連携・参画

教育施策の
推進

交感



ご静聴ありがとうございました。


